
創刊のごあいさつ

ハリマ産業株式会社 代表取締役 大久保 謙一

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。この度、情報誌

『ハリマニュース』を発行させて頂く運びとなりました。この１０年で

襖の需要は著しく減少し、それに伴って襖を扱う専門業者も激減しまし

た。宙に浮いた仕事は各地域の中へ細かく散らばっていきました。仕事

の流れが複雑化した中で、変わらず、また新たに弊社をご利用頂いてお

りますこと、大変有難く存じます。この『ハリマニュース』では、襖一

筋で生きてきた専門業者としてお伝えしたい事を正直に発信してまいり

ます。本来、直接ご挨拶に伺ってご意見を伺うべきところ紙面という形

で大変恐縮ですが、紙面だからこそできる写真やイラストを使った分か

り易い情報発信を心掛けてまいります。ハリマ産業は「常に、今この時代に必要とされる襖屋であること」

を目指して日々努力致します。ご指導ご鞭撻のほど、何卒宜しくお願い申し上げます。

20180214W

写真：国際産業(株)『日新』第11集 NO.707(二枚柄)

「爆買い」が流行って久しい。ウォ

シュレット便座が大人気で、免税店

が集中する街では一時「便座不足」

になるほどだった。日本が誇る高品

質商品がガンガン売れていく。羨ま

しいことこの上ない。そんなところ

に「中国人が山水柄の織物襖紙を爆

買いしている！」という一報が入っ

た。「襖紙、山水、糸入り、何千枚

でもあるだけすぐ欲しい、現金で払

う！」と、まくしたてるような注文

だったそうだ。ある情報筋によれば、

年間で10,000枚以上の襖紙が海を

渡っているらしい。この業界にも、

ついに爆買いが到来した。喜ばし

いことだ。ところで、中国に襖は

ない。クロスのように壁に貼って

いるのだろうか…。情報求む。

休業日

襖紙の はなし「糸入り山水」中国で大人気？！



「プロ専用の建具メーカー」として

ハリマ産業は住宅に関わる業者様（法人）に対してのみ取引を行う「プロ専用の

襖屋」です。個人の方からのご依頼はお断りしております。時折、ホームページ

を見た個人の方から問い合わせを頂くことがありますが、弊社は個人との直接取

引を行いませんので、お付き合いのある業者様を紹介させて頂いております。

ご相談を承るに際してお預かりした情報の利用は、アフターサービスや品質の向

上を目的とする場合のみに限っております。よって、ご依頼主様を飛び越えて営

業等を行うようなことは一切致しません。安心してお取引を頂けるよう１本１本、

誠意をもって取り組んで参ります。今後ともハリマ産業を宜しくお願い致します。

個人のお客様からのご依頼はお断りしております

２，３月は繁忙期となります。ご注文は余裕をもって

お早めに頂けますと助かります。高品質・納期遵守を

徹底しております。ご協力の程宜しくお願い致します。

２ ,３月の「ご注文」について

今後、情報誌『ハリマニュース』は、定期発行を予定

しております。（１・４・７・１０月の年４回）

「ハリマニュース」定期刊行について

掲載内容についてのご意見・ご感想をお寄せ下さい。

建具に関する内容については、弊社の思い込みによる

間違い、また地域差もあると考えております。

ご指摘頂ければ励みとなります。

専用連絡先： info@harima-sangyou.co.jp

皆様のご意見・ご感想をお寄せ下さい

弊社で取り扱っております縁の「うるみ色」は、

２種類ございます。以前は４種類（０.５号色、

１号色、２号色、３号色）ございました。

現在取り扱っているのは２種類となりますので、

ご注文を頂く際はお気を付け下さい。

「うるみ色」は２種類あるの？File ０１

お手持ちの襖紙「見本帳」は最新版ですか？

ハリマ産業では「襖紙の見本帳リス

ト」を作成・定期更新しております。

改版サイクルが長い傾向にあるため、

発行から１０年以上経過した見本帳

も存在しております。柄選び時のト

ラブルが多くなっておりますので、

是非ご活用下さい。リストはいつで

もお渡しできます。

合計冊数119冊、合計メーカー数36社、合計柄数9,392

柄。留柄(※)を含めると１万柄以上とも。(当社調べ)

地域毎に好む柄に違いあり。(全国・西日本・東日本)

「見本帳」や「柄」の番号には「欠番」があり

ます。験担ぎの一貫で「４」「９」などの数字

を欠番にしている場合があります。メーカーに

よって異なりますのでご注意下さい。

「材料サンプル」
メールアドレスを読み取る

うるみ（１号）色 黒うるみ（２号）色

付録

※ 「留柄」についてはSpring号にて紹介予定

長年に渡って１号色が支持され、ほ

とんどの襖に１号色の縁が使われてきた。しか

し、ここ数年で「２号色(黒うるみ)」が驚異的

な追い上げ。2018年現在、１号色、２号色の人

気はほぼ拮抗。

Point

をご用意しております！
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